


５
月
22
日
、
酪
農
振
興
セ
ン

タ
ー
で
宗
谷
南
農
業
協
同
組
合

第
11
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
年
の
総
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

を
考
慮
し
た
中
で
の
開
催
と
し
、

組
合
員
の
皆
様
に
も
書
面
議
決

書
で
の
出
席
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
組
合
員
数
１
３
６
名
の

内
、
本
人
出
席
が
８
名
、
書
面

議
決
書
が
１
１
９
名
で
合
わ
せ

て
１
２
７
名
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。初

め
に
今
回
の
総
会
に
つ
い

て
の
開
催
趣
旨
を
理
解
し
て
頂

き
、
誠
に
残
念
で
す
が
各
表
彰

で
は
、
激
励
状
表
彰
及
び
良
質

乳
出
荷
者
表
彰
は
割
愛
さ
せ
て

頂
き
、
永
年
勤
続
表
彰
の
み
執

り
行
わ
れ
、
営
農
部
酪
農
畜
産

課
の
山
本
直
人
課
長
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
激
励
状
表
彰
者
は
、

今
年
１
月
に
岡
島
の
西
塚
牧
場

跡
に
新
規
就
農
し
ま
し
た
、
井

出
康
太
さ
ん
、
良
質
乳
出
荷
者

表
彰
者
は
、
山
﨑
紀
幸
さ
ん
、

米
田
徹
さ
ん
、
中
野
隆
さ
ん
で

し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
向
井
地
組
合

長
は
、
「
昨
年
は
生
乳
生
産
も

順
調
な
伸
び
が
あ
り
目
標
数
量

を
生
産
で
き
た
事
、
最
終
的
な

農
協
の
決
算
に
お
い
て
も
良
好

な
決
算
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
事
に
つ
い
て
組
合
員
及
び
職

員
の
日
頃
の
努
力
の
賜
物
で
す
。

と
お
礼
を
述
べ
、
令
和
２
年
度

の
事
業
に
つ
い
て
、
世
界
的
に

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
経
済

の
停
滞
や
損
失
が
あ
り
、
日
本

国
内
に
お
い
て
も
多
く
の
課
題

が
想
定
さ
れ
、
予
想
も
つ
か
な

い
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
そ
の

推
移
を
見
な
が
ら
適
切
に
対
処

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

永年勤続表彰を受ける山本課長（右）





４
月
20
日
か
ら
24
日
、
春
季
廃
プ

ラ
回
収
を
行
い
、
お
よ
そ
１
０
０
ｔ

の
廃
プ
ラ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
は
産
業
廃
棄
物
で
も
あ
り
、

資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
捨
て
れ
ば
ゴ

ミ
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資

源
で
適
正
な
処
理
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
北
海
道
で
は
１
０
０
％
リ

サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
循
環
型
農
業
を
目
指
し
ご
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
回
収
時
に
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

ク
の
開
口
部
が
開
い
て
お
り
、
中
の

廃
プ
ラ
が
散
乱
す
る
事
が
あ
り
ま
す

の
で
、
搬
入
時
に
は
、
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
ク
の
開
口
部
は
し
っ
か
り
と
閉

め
て
頂
く
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。



けん引式農作業機をけん引する農耕トラクター

が公道走行するためには
直送式に続き、けん引式農作業機を付けた農耕トラクターも公道走行が可能となりましたので、公

道走行時のチェックポイントを紹介します。

チェックポイント１ ～ 安全の確保
農耕トラクターとは別に農耕作業用トレーラーとしての保安基準を満たす灯火器類をけ

ん引式農作業機の前面及び後面に備える必要があります。 また、万が一意図せずに農耕

トラクターとけん引式農作業機の連結装置が分離した時であっても連結を保てるように、

農耕トラクターとけん引式農作業機をチェーン等の丈夫な装置でつなぐ必要があります。

なお、けん引車は農耕トラクターに限られ、けん引式農作業機に積載可能な物品は農耕作

業に必要なものに限られていますので、コンバイントレーラ等の汎用性が高いものは注意

が必要です。

チェックポイント２ ～ 表示器の設置
けん引式農作業機は農耕トラクターとは別の自動車として扱われますので、 連結時に

農耕トラクターの灯火器類が見えていても、けん引式作業機には、前面に車幅灯及び前部

反射器（白色を、後面にテールランプ、ブレーキランプ、バックランプ、ウインカー及び

後部反射器（赤色の正立正三角形）を 所定の位置に備える必要があります。

チェックポイント３ ～ 機械のサイズ確認
けん引する農耕トラクター単体が、長さ4.7m以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.0ｍ以下、かつ、

最高速度15km/h以下の場合、けん引式農作業機の幅が1.7mを超えていないか確認しましょ

う。

1.幅が1.7mを超えている場合に必要な対応

①農耕トラクターの左側にサイドミラーを設置する必要があります。けん引式農作業機の

幅が2.5mを超えていないか確認しましょう。

2.幅が2.5mを超えている場合に必要な対応

① 道路管理者（国道：地方整備局、都道府県道：各都道府県、市道：各市町村）から、

特殊車両通行許可を得る必要があります。（農道は許可を得る必要はありません）

② 最外側が分かるよう、外側表示板を作業機の前後に設置する必要があります。

③ 保安上の制限を受けている自動車であることを示す標識及び、幅を他の交通に示すた

めの表示 「全幅○.○○メートル」を農耕作業用トレーラ後面の見やすい位置に表示する

必要があります。

④ けん引車の農耕トラクター運転者席にも幅を表示する必要があります。

チェックポイント４ ～ 運行速度の確認
けん引式農作業機には、ブレーキが付いていないものがほとんどです。ブレーキが付いていない場合や最大安定傾斜角度

の基準（30度又は35度）を満たしているかどうか確認されていない場合は、連結時の運行速度15km/h以下で走行する必要

があります。

①保安上の制限を受けている自動車であることを示す標識（ ）及び、運行速度を他の交通に示すための表示「運行

速度15キロメートル毎時以下」をけん引式農作業機後面の見やすい位置に表示する必要があります。

②農耕トラクターの運転者席にも制限速度を表示する必要があります。

チェックポイント５ ～ 免許の確認

けん引する農耕トラクターが、長さ4.7ｍ以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.0ｍ以下（安
全キャブや安全フレーム等が備えられている自動車で、当該装置を除いた部分

の高さが2.0ｍ以下のものにあっては、2.8m以下）、最高速度15km/h以下の条
件（いわゆる特定小型特殊自動車の条件）を1つでも超える場合、単体でもその
運転には大型特殊免許（農耕作業用自動車限定の大型特殊免許でも可）が必

要になるとともに、その大型特殊自動車免許が必要な農耕トラクターで車両総

重量750kgを超えるけん引式農作業機をけん引する場合、けん引免許（農耕作
業用自動車限定のけん引免許でも可）が

必要となります。 詳しくは、（一社）日本農業機械工業会のホームページをご確認ください。→

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html

チェーン等でつなぐ

反射器及び車幅等（前部）

反射器及び車幅等（後部）

運行速度15km/h以下



〈豆知識〉

日本のことを英語では

ジャパンというけどベ

トナム語ではニャッバ

ンというよ！

T m bi t
タム ビエット

さようなら

ちなみに「シン チャオ」は丁寧語なの

で友達とかにはあまり使わず代わりに

「チャオ＋名前」というよ！

まず初めに、基本的な挨拶やお礼か

らです。

こんにちはとこんばんは、は「シン

チャオ」といいます。

又、ありがとうは「カム オン」と

いい、さようならは「タム ビエッ

ト」といいます。

今回から数回に分けて簡単なベトナム語を紹介しますので是

非覚えて実践してください。

次に「私の名前は〇〇です」や「好きな食べ物は〇〇です」のような基本的な自己紹

介文を紹介します

まず初めに「私の名前は〇〇です」これは「トイ テン ラー ＋名前」と言います。

次に「好きな食べ物は〇〇です」これは「モン アン ルー ティン コ トイ

ラー＋食べ物」といいます。

Cám ơn 

ありがとう

カム オン

Món ăn yêu thích c a tôi là 
hamburger

モン アン ルー ティン コ トイ ラー

ハンバーガー

好きな食べ物はハンバーガーです

私の名前はヤマモト タロコです

トイ テン ラー ヤマモト タロコ

Tôi tên là Yamamoto Taroko

xin ch o 

シン チャオ

こんにちは

こんばんは



ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内

容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は

ＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡグループ通信

ＪＡ北海道信連
２００８年度から全国の子どもたちに向けて食農

教育等の取組みを実践する「ＪＡバンク食農教育応

援事業」を展開しています。本事業の一環として、

子どもたちが食・環境と農業への理解を深めるきっ

かけとなることを願い、小学５年生を中心とする高

学年向けの補助教材「農業とわたしたちのくらし」

を作製しています。道内においては、本年度、約５

万部の冊子とＤＶＤを全道の

小学校へ贈呈いたしました。

ＪＡ共済連北海道
ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安全

に。『おうち時間を充実させよう！』」をテー

マに、ＪＡ共済のホームページに様々なお役立

ちコンテンツをご用意しております。コンテン

ツは、〇おうちでできる健康増進活動 〇おう

ちでじっくり、交通安全を学ぼう 〇おうちの

防犯、コロナ詐欺が増えています 〇健康・介

護ほっとラインをご紹介しております。

外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ご

していただく」、「子どもたちが楽しく交

通ルールを学べる」取組みとし

てぜひご活用ください。

ホクレン
ミルクランド北海道（事務局・ホクレン）は、

新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化した４月

下旬から５月にかけて、医療スタッフへの感謝と、

子どもたちの健康増進を願う気持ちを込めて、道

内医療機関や札幌市内の保育園、幼稚園などに

200mlパック換算で計16万本相当の牛乳を無償で提

供しました。またホクレンは、厳しい社会状況の

中でも、ひたむきに農作業を続ける道内生産者の

姿を伝えようと、ホクレンアンバサ

ダーの森崎博之さんを起用した

テレビCM＝写真＝を制作、道内

民放各局で放映しました。

ＪＡ北海道厚生連
組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康

を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図

ることを目的として、広報誌「すまいる」を発

行しております。年3回発行しており、様々な

医療・健康情報を発信しております。

ホームページ

にもバックナン

バーを掲載して

おりますので、

是非ご一読くだ

さい。

新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議システムを活用した中で、5月13日に北海道農協酪農畜産対

策本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会議を開催し、新型コロナウイルス感染拡大に関する対応、及

び令和3年度酪農畜産政策・価格対策に向けた対策等について協議しました。

新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図り生乳処理の最大化

を図るとともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。

また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必

要な対策を継続して要請することとしました。

令和3年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討議

の内容を踏まえ、7月上旬に開催する道酪畜対で、概算要求に向け

た政策提案の内容を決定いたします。なお、新型コロナウイルス

による国内経済への影響が長期化した場合、さらなる牛乳・乳製

品の需要低下が懸念されることから、酪農生産基盤を棄損させな

いよう国の緊急対策も踏まえ、万全な需給安定の仕組みの構築を

強く要請することを確認しました。

ＪＡ北海道中央会
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